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らん かん けっ さつじゅつ

ピル・配合経口避妊薬

プロゲスチン単剤経口避妊薬（POP）

LNG-IUSを挿入する時期

８

移動していきます。

IUD（子宮内避妊具）・IUS（子宮内システム）
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●サリドマイド・レナリドミド（以下、「サリドマイド製剤等」という）による治療を
行う場合、男性患者さんおよび妊娠回避の必要な女性患者さんと男性パートナー
は、妊娠回避を徹底していただきます。妊娠回避の期間は以下のとおりです。

●避妊方法にはいろいろな種類があります。しかし、サリドマイド製剤等による治療を
行うときは、より確実に避妊をするために、下記のように避妊方法を制限しています。
　避妊方法を選択するときは、必要に応じて医師に相談してください。

配合経口避妊薬の一例（2025年7月現在）

・妊娠回避の必要な女性患者さんと男性パートナー：

　サリドマイド製剤等服用開始4週間前から服用中止4週間後まで

・男性患者さん：サリドマイド製剤等服用開始時から服用中止4週間後まで

ピル・配合経口避妊薬

子宮内避妊具（IUD/IUS）の使用

配合経口避妊薬には、合成された「卵胞ホルモン」と「黄体ホルモン」という 種
類の女性ホルモンが含まれています。
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歳以上でタバコを吸う人の場合、配合経口避妊薬の服用によって心臓血管系の重
大な副作用が起こる危険性があります。たとえ若い人であっても、減煙や禁煙を心
がけましょう。
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肺高血圧症または心房細動を合併する心臓
弁膜症の人、亜急性細菌性心内膜炎の既往
歴のある心臓弁膜症の人

配合経口避妊薬を服用して過敏症を起こし
たことのある人

以下の項目に当てはまる人は、配合経口避妊
薬を使用してはいけないとされています。

脂質代謝異常のある人

家族に乳がんになった人がいる、または乳
房にしこりのある人

以下の項目に当てはまる人は、配合経口避妊
薬をのむにあたって注意が必要とされていま
すので、医師に相談しましょう。

心臓・腎臓の病気になっている、またはな
ったことのある人

軽度の高血圧のある人（妊娠中に高血圧に
なった人も含む）

乳がんになったことのある人

家族に血栓症になった人がいる人

タバコを吸う人

配合経口避妊薬をのんではいけない人

配合経口避妊薬の服用に注意が必要な人

POPをのんではいけない人

●ピルの中でも、「黄体ホルモン」のみが含まれている経口避妊薬です。
●避妊のしくみや基本的なのみ方は配合経口避妊薬と同じです。
● の最大の特徴は、血栓症のリスクが少ないため、喫煙者や肥満、高血圧、授
乳中の方なども服用ができる点です（授乳中は の成分が母乳に移行するの
で、注意が必要です）。

●一方で、不正出血（月経時以外に性器から出血すること）などの副作用が起こる
可能性もありますので、必ず医師に相談の上服用を検討してください。不正出血
があらわれても基本的にはのみ続けられますが、出血量が多かったり、何日も続
いたりする場合は医師に相談してください。

プロゲスチン単剤経口避妊薬（POP）

① を服用して過敏症を起したことのある人
②乳がん、子宮内膜がん、子宮頸がん、およびその疑いのある人
③原因不明の性器出血のある人
④重症の腎障害または急性腎障害のある人
⑤重症の肝障害のある人
⑥妊娠または妊娠している可能性のある人

POPの服用に注意が必要な人

①骨成長が終了していない可能性のある人
②乳がんになったことのある人
③うつ病またはうつ状態の人（過去になったことのある人を含む）
④活動性の静脈血栓塞栓症の人
⑤授乳中の人
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●IUD・IUSの挿入・除去は医師が行います。
●IUD・IUSは全身への影響が少ないため、ピルを使用してはいけない人や高年齢の
　人にも適しています。
●妊娠の経験のない人には、IUD・IUSの挿入が難しいため適しません。
●IUD・IUSは、母体保護法指定医師である産婦人科医のもとで、診察を受けたうえで
　装着するのが原則です。

現在、わが国には、非薬剤付加IUDと呼ばれる「FD-1®」と、女性ホルモンを放出する
子宮内システム（「ミレーナ®」）があります。

IUD（子宮内避妊具）・IUS（子宮内システム）

FD-1®

（IUS＊）
ミレーナ®

52mg

＊LNG-IUSを挿入・除去するときには、出血や軽い痛みをともなうことがあり

ます。

＊LNG-IUSを挿入してから、出血、下腹痛、腰痛などが1週間以上も続く場合に

は、医師に相談しましょう。

＊LNG-IUSを挿入した後は、次回月経のあと、その後はとくに異常がなくても6

か月～1年ごとに検診を受けましょう。このとき同時に子宮頸がんの検診も受

けるなど、自分の健康に留意しましょう。

＊レボノルゲストレル放出
　子宮内システム
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避妊のしくみ　レボノルゲストレル放出子宮内システム（LNG-IUS）

LNG-IUSを挿入する時期

②一部の女性では排卵が抑制される

③子宮内膜への局所作用により
　受精卵が子宮内膜に着床する
　のを妨げる

①レボノルゲストレルが
　子宮頸管粘液の粘性を高めて、
　精子の通過を阻止する
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腟
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日本ではもっともよく知られている避妊方法で、 エイズを含む （性感
染症）を予防できます。ラテックス製あるいはポリウレタン製のサックでペニスをお
おい、精子を腟に入れないことで妊娠を防ぎます。コンドームは正しく使うことが大
切です。
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もし何らかの理由で、避妊に失敗したかもしれないと思った場合は、必
ず治療を受けている主治医にすみやかに相談してください。女性患者さ
んは、直ちにサリドマイド製剤等の服用を一時中止してください。ま
た、疑問に思ったことやさらに詳しい情報を希望される場合は、主治医
にお問い合わせください。

●性交渉後72時間以内であれば、緊急避妊法という手段もあります。（性交渉後120
時間以内でも対応可能ですが、性交渉後72時間以内の対応をお勧めします。詳し
くは「緊急避妊方法解説書」をご覧ください。）
●使用中に破れて、避妊に失敗したかもしれないと思った場合は、必ず治療を受け
ている主治医にすみやかに相談してください。女性患者さんは、直ちにサリドマ
イド製剤等の服用を一時中止してください。

射精後は、できるだけすみやかに外しましょう。あまり長くそのままでいると、精
液が漏れたり、コンドームを腟内に残してしまったりすることがあります。
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